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「
特
例
市
」
制
度
か
ら
発
展

　
日
本
の
都
市
に
は
、
人
口
に
応
じ
て

「
政
令
指
定
都
市
」「
中
核
市
」「
特
例
市
」

が
あ
り
ま
す
。「
特
例
市
」
は
、
人
口

20
万
人
以
上
の
市
に
一
定
の
権
限
を
移

譲
す
る
た
め
の
制
度
で
、
平
成
12
年
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
の

市
へ
の
権
限
の
移
譲
が
進
ん
だ
こ
と
も

あ
り
、
平
成
27
年
４
月
の
地
方
自
治
法

改
正
で
特
例
市
は
廃
止
さ
れ
、
中
核
市

制
度
と
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
市
町
村
合
併（
平
成
16
年
）

に
よ
り
人
口
が
20
万
人
を
超
え
た
こ
と

で
、
平
成
17
年
に
特
例
市
へ
移
行
し
、

環
境
や
都
市
計
画
な
ど
多
く
の
権
限
を

受
け
る
こ
と
で
、
市
民
に
身
近
な
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
自
立
的
な
都
市

経
営
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
中
核
市
制
度
は
、
保
健
所
の
設
置
や

食
品
衛
生
監
視
指
導
、
認
可
外
保
育
施

設
支
援
、
産
業
廃
棄
物
行
政
な
ど
、
特

例
市
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
の
権
限
を
受

け
て
、
市
民
に
最
も
近
い
基
礎
自
治
体

と
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
本
市
が
中
核
市
へ
移
行
す
る
と
、
特

例
市
か
ら
さ
ら
に
広
が
る
権
限
を
生
か

し
て
、
市
民
の
声
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
政
に
反
映
し
、
将

来
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
個
性

と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

一
般
の
市

中
核
市

政
令
指
定
都
市

現在の都市制度
○「特例市」は平成27年 3月末で廃止
○「中核市」の人口要件緩和
　　（人口20万人以上）

人口規模

事務権限

20万人以上 50万人以上
723市 48市 20市

特
例
市

平成27年
3月末で廃止

鳥取市

㊗
岩
美
広
域
農
道
開
通
式

　
福
部
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
岩
美
広
域
農
道
開
通
式
が
行
わ
れ
、

関
係
者
ら
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
57
年
か
ら
施
工
を
進
め

て
き
た
地
域
住
人
待
望
の
広
域
農
道
で

あ
り
、
こ
の
た
び
の
上
野
か
ら
南
田
間

の
開
通
を
も
っ
て
全
線
開
通
と
な
り

ま
し
た
。開
通
式
で
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
福
部
保
育
園
の
園
児
に
よ
る

ダ
ン
ス
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
く
す
玉
開

披
で
盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。
そ
の

後
場
所
を
岩
美
広
域
農
道
へ
移
し
、
開

通
記
念
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

福
部
町
地
内
／
11
月
22
日
（
水
）

カ
ニ
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

　
山
陰
の
冬
の
味
覚
「
松
葉
ガ
ニ（
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
の
雄
）」を
Ｐ
Ｒ
す
る「
鳥
取

か
に
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」
が
マ
リ
ン

ピ
ア
賀
露
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン

会
場
の
県
漁
連
荷に

さ
ば
き捌
所
で
は
、
松
葉
ガ

ニ
や
親
ガ
ニ
な
ど
が
安
く
販
売
さ
れ
た

ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行

わ
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
か
に
汁
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
開
始
時
間
前
か

ら
多
く
の
人
が
並
び
、
親
ガ
ニ
の
半
身

と
大
根
が
入
っ
た
汁
を
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

賀
露
町
西
四
丁
目
地
内
／
11
月
25
日
（
土
）

連
携
中
枢
都
市
圏
の
未
来
を
考
え
る

　
圏
域
の
中
心
都
市
と
近
隣
の
市
町
村

が
連
携
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り

形
成
さ
れ
る
「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し

た
。
圏
域
の
形
成
に
は
、
中
心
都
市
が

指
定
都
市
ま
た
は
中
核
市
で
あ
る
必
要

が
あ
り
、
本
市
が
中
核
市
に
移
行
す
る

今
年
４
月
、
鳥
取
県
東
部
の
１
市
４
町

と
兵
庫
県
新
温
泉
町
に
よ
る
形
成
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

圏
域
で
活
躍
中
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
連
携
中
枢
都
市
圏
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

扇
町
地
内
／
12
月
１
日
（
金
）

自
転
車
で
西
地
域
ぐ
る
り

　
気
高
・
鹿
野
・
青
谷
の
景
勝
地
を
自

転
車
で
め
ぐ
る
「
西
い
な
ば
ジ
オ
パ
ー

ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
、
自

転
車
愛
好
家
な
ど
71
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
鹿
野
往
来
交
流
館
「
童
里
夢
」
を

発
着
点
に
、
山
越
え
あ
り（
約
49
㌖
）

と
気
高
・
鹿
野
地
域
を
ゆ
っ
く
り
散

策（
約
20
㌖
）す
る
２
つ
の
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
途
中
の
休
憩
所

で
振
る
舞
わ
れ
た
布
勢
の
清
水
で
沸
し

た
コ
ー
ヒ
ー
や
夏
泊
の
サ
ザ
エ
の
つ

ぼ
焼
き
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、
さ
わ

や
か
に
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
い
ま
し
た
。

鹿
野
町
鹿
野
地
内
ほ
か
／
11
月
25
日
（
土
）

田
中
千
鳥
生
誕
１
０
０
年
記
念

　
鳥
取
県
初
の
女
性
新
聞
記
者
で
作
家

と
し
て
も
活
躍
し
た
「
田た

な
か中

古こ

よ

こ

代
子
」

の
娘
で
、
７
歳
半
で
亡
く
な
っ
た

「
田た

な
か中

千ち
ど
り鳥

」。
彼
女
が
生
前
に
残
し
た

詩
文
に
感
銘
を
受
け
た
県
内
外
の
文
化

活
動
家
ら
に
よ
る
「
田
中
千
鳥
生
誕
百

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
、
ゆ
う
ゆ
う
健

康
館
け
た
か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
短
編
文
化
映
画「
千
鳥
百
年
」

の
上
映
の
ほ
か
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
女

優
竹た

け
し
た下

景け
い
こ子

さ
ん
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
あ
り
、
参
加
者
ら
は
千
鳥
の

世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

気
高
町
浜
村
地
内
／
11
月
25
日
（
土
）

民
俗
行
事「
八
日
吹
き・す
す
払
い
」

　
河
原
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
民
俗
行

事「
す
す
払
い
」
と「
八
日
吹
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
豆
が
ら
や
わ

ら
を
竹
の
先
に
束
ね
た
す
す
掃
き
ぼ

う
き
を
使
っ
て
、
軒
下
の
高
い
場
所

を
念
入
り
に
掃
除
し
て
１
年
の
す
す
を

落
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
八
日
吹
き
」

は
旧
暦
の
12
月
８
日
に
豆
腐
を
食
べ
る

と
、
１
年
間
に
つ
い
た
う
そ
が
帳
消
し

に
な
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
み
ん
な
で
い
ろ
り
の
火
で
あ

ぶ
っ
た
豆
腐
に
味
噌
を
つ
け
て
い
た

だ
き
、伝
統
的
行
事
に
親
し
み
ま
し
た
。

河
原
町
渡
一
木
地
内
／
12
月
８
日（
金
）


